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日本におけるハイイロチヤツグミＣａ坊a'zﾉs′77ﾉi'7"Lﾉsの初記録

橘映州'・岡村雄三２

１．〒921-8133石川県金沢市四十万町イ157

2.〒282-0066神奈川県横浜市六ツ川1-208-1-101

ハイイロチャツグミＣａ的ar“ｍ伽、ﾉsは,チュコト半島からコリマ川流域のロシア極東域アラスカ

やユーコン地方など北米大陸北部で繁殖し,中南米で越冬する種である(Mitchell＆Youngl997)．

2004年１０月６日から７日にかけて,石川県輪島市海士町紬倉島(37.50,Ｎ,136.55,Ｅ)におい

て,ハイイロチャツグミと思われる１羽が浅見明博氏によって確認され,筆者らによって観察および

撮影された(図ｌ)．この記録は本種の日本初記録だと思われるのでここに報告する．

本個体は,密生するメダケｆﾂ息/邸as“ｓ〃77o”群落の中を通る薄暗い道路上へ,一定時間をお

いて何度も出現し,採餌を行なっているところが観察された．

観察された個体はノゴマＬｚﾉSc､ﾉＥｃａ力I/bpe,シマゴマムｓ/汐施"ｓに似た体型で,胸を張って尾を

少しあげた姿勢を保ち,また,しきりに尾を振り上げ,同時に翼を小さく開く動作をくり返していた.メ

ダケ群落の中では時々 ，tye-tyeまたはtyi-tyiと聞こえる,警戒声と考えられる鳴き声が聞かれた．

外部形態は,ノゴマよりも大きく,クロツグミよりは小さく，両者の中間的な大きさであったことから，

体長は18～20cmであると考えられた．

体上面は灰色味をおびたオリーブ褐色で,上尾筒から尾羽にかけては体卜而よりやや淡色のオ
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図１.ハイイロチャツグミと思われる

個体(2004年１０月６日撮影)．
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